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L- ip∂R/at - β∂S/8も
ーβ((▽S)㌦m+冒
+(▽R)2/2m+(i/2m)(▽S･∇p-｢▽五･▽S)チ (4)
･こ.れから,場を特性づけるq座標 "に対応する量 fi,Sに対する q共役運 動
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廿量子力学 "固有の効果 (簡単に量子効果 とよぶ ことにしよう)と何等かのか
かわ り合いがあるものとみ られよう ｡ (5･b)に集約されている事柄 ,盲一空
間と言d一空間との相互移行性 としての (5･b)の物理的意義が問われ るであ
ろ う ｡
§2.演算子関係






される｡勿論,不庵定性関係もまたこれによるC ところで,古典趣限 Tl-ヰ D
においてほ,正しく
芸サ ニ ー 沌▽サ-▽Sサ
ただし･少-Aexp(iS/T1),
(10)







子力学の論理によると,C一数 宣言 が波群の重心 <･;> ,<q">を与えるも
のと考えるとき,それからの縞差の間に最低限













る手だてはな く,a一一+ - あるレりまα′-有限,TB- Pで 正しくイ†5)は q









pd- ▽煮 - - α ∂言
であ り,差分商の形になるC そ こで
a- n/ Td




























を提起しているように思われる. (14)と (15･b)とから知 られるように,拡



















のように具体化されるC これは A- Py2- exp(a/Bh 二階用 して
一･･ヽ
















は pが量子力学的演算子としての復権を主張 しており,前節 (5･b)の･関係は
盲が盲dを言 の開数とみ夜して作用′しているものと理解できるO (6･1あ2)
あるいは (6･1A,5)の基艇式において量子効果は (21)の意味における
(5･b)唯一点に集約されているといえよう｡
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